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１．試合の目的 

剣の理法の修錬は、充実した気力をもって正々堂々と行う攻防にある。 

試合は、修錬した成果を一瞬のうちに有効打突として表現するもので、それが 

我が国固有の無形文化を伝承するものである。 

 

２．申し合わせ事項 

   （１）全日本剣道連盟試合・審判規則及び細則に準じて行う。 

   （２）試合は３本勝負とする。 

   （３）試合時間は５分とする。延長戦は５分一本勝負とし、勝敗の決しない場合は

判定により勝敗を決定する。 

ただし、準決勝・決勝は試合時間５分、勝敗の決しない場合は、延長戦を行  

い、先に１本取ったものを勝ちとする。なお、延長に入ってからの試合時間

は３分区切りで、勝敗が決するまで継続する。 

   （４）判定は試合の目的に基づき判定する。 

   （５）試合場の境界線・開始線は設けない。中央の×印のみを設ける。 

   （６）試合はトーナメント方式とする。 

（７）審判員の服装は、白の剣道着・袴とする。 

 

３．表彰 

  （１）優勝者には寬仁親王杯を授与する。 

   （２）優勝、準優勝、３位（２名）には賞状（プレート）を授与する。 

   （３）各試合場から２名に優秀試合者賞（プレート）を授与する。 

 

 

 

 

 

 

 


